
第Ⅶ欄の続き（日本語様式） 
（項目ごとに以下の注を参照してください。なお、注は日本語様式に基づき説明しています。） 

書面による出願の場合の注意事項 

日本語による国際出願の場合は、利用しません。 

注 1 



第Ⅶ欄の続き（英語様式） 

 

注 1 

注 2 
 注 2-1 

注 2-2 

注 3 



 
注 1：先の調査の結果を考慮することを請求する場合は、項目 1.1 に出願日（日・月・年）、出願

番号、国名（又は広域官庁名）をご記載ください。 
なお、項目 1.1 を使用した場合の調査手数料の払戻しの要件等については、「PCT 出願人の

手引」（http://www.wipo.int/pct/en/appguide/）の各官庁の国際調査機関の欄（附属書Ｄ）を

ご参照ください。 
 
注 2：英語による国際出願で第Ⅶ欄において ISA/EP、ISA/IN、ISA/SG を選択している場合に

ご利用ください。 
注 2-1：先の調査の結果が J-PlatPat 等で公開されている場合には、項目 1.2 の 1 番目のチェ

ックボックスである「文書の入手可能性」及び、直下の「先の調査の結果の写し」のチ

ェックボックスにチェックしてください。 
注 2-2：先の調査の結果の写しを国際調査機関に送付することを希望し、かつ以下の全ての条

件に該当する場合にのみ、項目 1.2 の 2 番目のチェックボックスである「受理官庁に対

し、先の調査の結果の写しを国際調査機関へ送付することの請求」にチェックしてくだ

さい。なお、こちらにチェックを入れた場合は、先の調査の結果の写しの送付請求にか

かる手数料として別途 1,700 円が必要となります。 
・先の調査の結果が日本国特許庁で作成されている。 
・先の調査の結果が J-PlatPat 等で公開されていない。 

 
注 3：英語による国際出願で第Ⅶ欄において ISA/EP、ISA/IN、ISA/SG を選択している場合に

ご利用ください。 
優先権主張している出願の調査の結果及び分類を国際調査機関に送付することを承諾する

場合には、項目 2.1 に承諾する出願の出願日（日・月・年）、出願番号、国名（又は広域官庁

名）をご記載ください。 
さらに、優先権主張している出願が国内出願の場合は、項目 2.3 の 1 番目の「受理官庁が

先の調査及び先の分類の結果を国際調査機関へ送付することを承諾する」にチェックしてく

ださい。また、優先権主張している出願が国際出願の場合は、項目 2.3 の 2 番目の「受理官

庁が先の国際調査及び先の分類の結果を国際調査機関へ送付することを承諾する」にチェッ

クしてください。 
なお、項目 2.1 を使用した場合は、先の調査の結果の写しを国際調査機関へ送付すること

を承諾しても調査手数料の一部返還の対象になりませんのでご注意ください。 
 


